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幼君永久歯の総合的研究
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要旨:幼君永久歯の保護と小児期の口腔健康管理法の確立を目的として,全国29大学歯学部小児歯科学講

座および教室により, 5歳Oか月から16歳11か月までの男子2015名,女子2065名,計4080名の小児を

対象として,萌出程度,歯の異常,歯列・岐合状態について調査集計し,以下の結果を得た。
1)左右の同名歯の萌出程度は,全ての年齢で,男女ともに差が認められなかった。萌出程度の性差につい

ては女子の方が男子より早く萌出する傾向を認めた。男女ともに最も早く萌出する歯は下顎中切歯であ
り,第二小臼歯を除いて下顎が上顎同名歯に比べて早く萌出する傾向を認めた。

2)歯質・形態異常が最も多く認められた歯は,男女ともに上顎側切歯であった。歯冠の白斑および白濁

は,男女ともに上顎中切歯に黄も多くみられ,下顎より上顎が高頻度である傾向を認めた。エナメル質減
形成の発現頻度は,全ての歯種において1%以下であった。栓状歯および切歯盲孔は上顎側切歯に最も多

くみられた。カラベリー結節は異常結節の中で最も出現する頻度が高かった。切歯結節・中心結節の出現

する頻度は,全ての歯において1%以下であった。
3)正常岐合以外のものの発現する頻度は,男女ともに叢生が最も高く,開校が最も低い年齢が多かった。

上顎前突は,女子より男子の方が多い傾向が認められ,ほぼ12歳まで発現頻度が高くなることが示唆さ

れた。反対岐合と開暁は男女ともに全ての年齢において10%以下であった。叢生は男子より女子の方が
発現頻度が高く,早期に発現する傾向を認めた。

Keywords :幼君永久歯,萌出程度,歯の異常,歯列,岐合
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緒　　岩

永久歯は通常6歳頃に萌出しはじめ,口腔内で唾液な

どにさらされ成熟していき, 16歳頃に全ての永久歯の

歯根が完成する。その歯根未完成の永久萌出歯を幼君永

久歯という。幼君永久歯は歯質が未成熟で,歯髄腔が大

きい,校合関係が十分確立していないなど成人の永久歯

とは異なる特徴がある。

幼君永久歯に関しては,これまで萌出時期に関するも

の卜4),歯質・形態異常歯の頻度とその処置に関するも

の4-7)歯列校合状態に関するもの8-12)萌出直後の第一
し

大臼歯の商蝕感受性の高さを指摘するもの13-16)修復処

置に関するもの17-19)小児の歯周疾患の増加について言

及するもの20-24)など様々な報告がある。これらの報告は

幼君永久歯の保護管理の重要性を示唆しているものであ

るといえる。

一方,幼君永久歯の特徴は,性別,歯種,年齢差,歯

科疾患の種類などによりそれぞれ差異があると考えられ

る。

したがって,幼君永久歯に関する情報を多角的に調査

分析し,さらに歯科疾患や岐合状態の実態を把握した上

で,小児期の口腔管理法を確立することが,生涯にわた

り永久歯の健康を維持するためには必要不可欠であると

思われる。

しかしながら,幼君永久歯の実態を全ての歯種にわた

り総合的に調査された研究はいまだ少ない。

そこで幼君永久歯の口腔健康管理法を確立するため

に,その第一歩として,幼君永久歯の実態を把握するこ

とを目的とし,全国29大学の小児歯科学講座および教

室により,萌出程度,歯質・形態異常,郎蝕判定,処置

内容,歯肉判定,歯垢判定,および歯列・瞭合状態の7

項目について疫学調査を行った。
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本報告はその中の萌出程度,歯列・岐合状態,歯の異

常について検討を行ったものである。

対象および方法

調査は1995年4月1日より8月31日の間,全国29

大学の小児歯科講座および教室により, 5歳Oか月から

16歳11か月の小児を対象として行われた。

調査を遂行するにあたり,調査項目の種類,調査方

法,および判定基準を決定し,調査方法の統一性をはか

った。調査は判定基準に基づき適切な照明下でミラー,

探針,ピンセット,およびデンタル・フロスを用いて行

った。

なお,幼若永久歯総合調査の判定基準は以下の通りで

ある。

判定基準

1.萌出程度

o:未萌出

1 :一部～切端1/2萌出

2 : 1/2以上萌出〔大臼歯では中心寓が見え,遠心1/3

以下の歯肉に覆われて萌出しているもの。〕

3 :大臼歯の校合面が完全に露出しているもの〔大臼歯

のみの判定〕

2.歯の異常

1 :白斑及び白濁

明らかに郎蝕と思われるもの以外で,歯の形成期に

起因したもの。

2 :エナメル質減形成

明らかに歯表面に実質欠損を認めるもの。

3 :栓状歯(円錐歯)

歯冠が円錐形を呈し校合面も切線もないもの。

)4 :切歯結節・中心結節

切歯結節は前歯部舌側基底部に,中心結節は白歯校

合面に明らかに異常と認めるもの。

5 :カラベリー結節

上顎大臼歯部近心舌側瞭頭の舌側面に溝により明ら

かに結節として区別されたもの。

6 :切歯盲孔

探針にて明らかに盲孔と診査されたもの。

7 :その他

3.歯列・岐合状態

o :正常岐合

軽度の不正があっても,臨床的基準で異常の無い岐
ノゝ
口o

1 :上顎前突

上顎前歯が前突しているもの,上顎歯列に対して下
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表1調査対象歯数

中切歯 側切歯 犬歯 第一小白歯 第二小臼歯 第一大臼歯 第二大臼歯

男子
上顎 3340 2904 1906 2156 1784 3615 1171

下顎 3800 3328 2200 2122 1801 3740 1486

女子
上顎 3496 3092 2230 2342 1938 3739 1400
下顎 3920 3487 2566 2319 1946 3938 1726

顎歯列が後方にあるもの,上下顎前突,過蓋校合も

これに含める。

2 :反対校合

前歯部が逆被蓋になっているもの。

3 :叢生

臨床的に歯の配列が異常なもの,萌出余地不足によ

る歯の萌出障害も含む。

EMI唆

臼歯部のみが瞭合して前歯部が上下的に離間してい

るもの。

5 :その他

交叉岐合など上記以外の不正岐合。

調査の集計および統計処理は,広島大学歯学部小児歯

科学講座が行った。

集計にあたり,全試料から矯正治療中のもの,全身疾

患を有するもの,および永久歯で癒合歯のあるものは除

外した。その結果,対象は男子2015名,女子2065名,

計4080名であった。表1に調査対象歯数を示す。な

お,対象者の90.2%は大学診療室に来院した患児のデ

ータである。

萌出程度は男女別,年齢別に検討を行った。また,男

女ともに各歯における萌出程度の左右差に関して,統計

的に差を認めなかったため,左右のデータを合計して処

理した。

結　　果

1.萌出程度

各歯における萌出程度の左右差は,男女ともに統計的

に有意差を認めなかった。そのため,左右のデータを合

計して処理した。

上顎の歯の萌出程度の結果を表2,表3に示す。

上顎では,萌出程度2のものが50%を超す年齢をみ

ると,中切歯は男子が7歳で57.81%,女子が7歳で68.98

%,側切歯は男子が8歳で50.82%,女子が8歳で61.01

%,犬歯は男子が11歳で57.67%,女子が10歳で51.90

%,第一小臼歯は男子が11歳で77.98%,女子が10歳

で65.22%,第二小臼歯は男子が12歳で77.60%,女子

が11歳で63.85%であった。萌出程度3のものが50%

超す年齢をみると,第一大臼歯は男子が7歳で61.14

%,女子が7歳で66.04%,第二大臼歯は男子が14歳で

65.94%,女子が13歳で52.52%であった。従って,萌

出順序は第一大臼歯,中切歯,側切歯,第一小臼歯,犬

歯,第二小臼歯,第二大臼歯の順である。

下顎の歯の萌出程度の結果を表4,表5に示す。

下顎では,萌出程度2のものが50%を超す年齢をみ

ると,中切歯は男子が6歳で65.57%,女子が6歳で64.40

%,側切歯は男子が7歳で59.07%,女子が7歳で68.98

%,犬歯は男子が11歳で75.66%,女子が10歳で76.78

%,第一小臼歯は男子が11歳で77.39%,女子が10歳

で62.40%,第二小臼歯は男子が11歳で51.32%,女子

が11歳で64.99%であった。萌出程度3のものが50%

超す年齢をみると,第一大臼歯は男子が7歳で60.52

%,女子が7歳で72.46%,第二大臼歯は男子が14歳で

68.75%,女子が13歳で57.94%であった。したがっ

て,萌出順序は中切歯,第一大臼歯,側切歯,犬歯,第

一小白歯,第二小臼歯,第二大臼歯の順である。

男女差に関しては,上顎第一大臼歯を除く全ての歯牙

に関して統計的有意差がみられた。上顎第一大臼歯は女

子の方が男子よりも早く萌出する傾向が認められた。ま

た,上下差に関しては男子は第一小臼歯以外の全ての

歯,女子は全ての歯に関して統計的有意差がみられ,下

顎が上顎同名歯により早く萌出する傾向にあった。

2.歯の異常

歯質・形態異常の結果を表6,表7に示す。

男女ともに歯質・形態異常が最も多く認められた歯

は,上顎側切歯で,男子が7.43%,女子が9.33%であ

った。白斑および白濁が最も多く認められたのは,男女

ともに上顎中切歯であり,男子が5.64%,女子が4.52%

であった。エナメル質減形成の出現する頻度は,全ての

歯種において1%以下であった。栓状歯および切歯盲孔

が最も多く認められたのは,男女ともに上顎側切歯で,

男子が2.70%,女子が3.41%であった。カラベリー結

節は,男子は4.20%,女子は1.70%にみられ,異常結

節の中で最も出現する頻度が高かった。切歯結節・中心
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表2　萌出程度(男子・上顎)

歯種 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

中

0

1

2

93 .94 7 6.23 28.39 6.56 1.27 1.43 1.85 0 .82 0.28 0.00 0.40 1.26

(24 8) (279 ) (10 9) (24) (5) (5) (7 ) (3 ) (1) (0) (1) (3 )

切

歯

3 .79 9 .02 13.80 6.01 1.27 1.14 0 .53 0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.00

(10) (33 ) (5 3) (22) (5) (4) (2) (0 ) (0) (0) (0) (0)

2.27 14 .75 5 7.81 87.43 97.46 97.43 97 .62 99 .18 99 .72 100.00 99.60 98.74

(6) (54 ) (22 2) (320) (384) (34 1) (369) (362 ) (35 1) (320) (247) (235)

側

0

1

2

100.00 96 .44 7 8.9 1 34 .62 8.12 ‥29 1.06 1.9 3 0 .57 2 .50 1.61 2.52

(264) (352 ) (30 3) (126) (32) (8) (4 (7 ) (2 ) (8) (4) (6)

切

歯

0.00 1.10 4 .4 3 14 .56 11.17 3.14 0.00 0.2 8 0 .00 0 .00 0.00 0.00

(0) (4 ) (17 ) (53) (44 ) (l l) (0) (1) (0 ) (0 ) (0 ) (0)

0.00 2.47 16 .67 50 .82 80 .71 94 .57 98.94 97.80 99.43 97 .50 9 8.39 97.48

(0) (9) (64 ) (185) (318)ノ (331) (374) (355) (350) (3 12 ) (24 4) (232)

犬

歯

0

1

2

100.00 99.45 99 .74 97 .5 1 86 .0 8 61.60 33.86 10.93 4.83 0 .94 2 .0 2 1.26

(264) (362) (38 1) (353 ) (334 ) (215) (128) (40) (17 ) (3 ) (5) (3)

0.00 0.00 0 .26 1.10 6 .19 10 .89 8.47 5.46 1.99 0 .63 0 .40 0.00

(0) (0) (1) (4 ) (24 ) (38) (32) (20) (7) (2 ) (1) (0 )

0.00 0.55 0.00 1.38 7 .7 3 27 .51 57.67 83.6 1 93.18 98 .44 97 .5 8 9 8.74

(0) (2) (0) (5) (30 ) (96 ) (218) (306) (328) (3 15) (242 ) (2 35)

第

0

1

2

100 .00 99.45 97.13 83.98 66 .92 4 1.7 1 16.18 6.56 1.74 2.54 4 .13 5 .26

(26 4) (362) (372) (304) (26 1) (146 ) (6 1) (24) (6) (8 ) (10 ) (12 )

小
目

0 .00 0.00 1.57 4.70 9 .49 11.14 5.84 4.10 0.58 0.00 0 .00 0 .00

(0) (0) (6) (17) (37 ) (39 ) (2 2) (15) (2) (0) (0 ) (0 )

歯 0 .00 0.55 1.3 1 11.33 23.59 47 .14 77 .98 89.34 97.68 97.46 95 .87 94 .74

(0 ) (2) (5) (4 1) (92 ) (165 ) (294 ) (327) (337) (307) (23子)蝣・ノ (2 16 )

第

0

1

2

100 .00 99.45 98.69 98.34 88.43 68 .6 8 4 8.67 18.31 4.27 ′2.02 1.69

(264 ) (362) (378) (356) (344) (239 ) (183 ) (67 ) (15) (6) (5 ) (4 )

示

臼

0 二00 0 .00 0.78 1.10 3.08 7.47 5 .59 4 .10 1.71 0.63 0.00 0.00

(0 ) (0) (3) (4) (12) (26) (2 1) (15) (6)ノ.′ (2) (0) (0 )

歯 0 .00 0 .55 0.52 0.55 8.48 23.85 45 .74 77 .60 94.02 97.50 97.98 98.3 1

(0 (2 ) (2) (2) (33) (83 (172 ) (2 84 ) (330) (3 12) (243) (232)

第

0

1 .

73 .86 39 .89 13.21 3.02 1.02 0.00 0 .00 0 .82 0.28 0.00 0.00 0.00

(195 ) (14 6) (51) (ll) (4) (0) (0) (3 ) (1) (0) (0) (0 )

8.7 1 11.75 6.2 2 1.92 0.00 0.00 ー 0.53 0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.00

大

臼

歯

第

2

3

0

1

2

3

(23) (43 ) (24 ) (7) (0) (0) (2) (0 ) (0 ) (0) (0) (0)

8.33 15 .85 19 .4 3 13.74 10.9 1 6.29 7.67 6 .0 1 5.4 1 1.25 4.84 2.10

(22) (5 8) (75) (50) (43) (22) (29) (22 ) (19) (4) (12) (5)

9.09 32 .5 1 6 1.14 81.32 88.07 93.7 1 9 1.80 93 .17 94 .32 98.75 95.16 97.90

(24) (119 ) (2 36 ) (296) (347) (328) (347) (34 1) (332) (316) (236) (233)

100.00 100.00 100 .00 100 .0 0 100.00 97.13 90.19 64 .09 32 .39 11.56 3.63

(264) (363 ) (3 84 ) (361) (390) (338) (340) (232 ) (114 ) (37) (9) (4)

0.00 0.00 0 .00 0 .00 0.00 2.0 1 1.59 8 .29 9 .94 5.94 1.6 1 0.00

大

日

」上

(0) (0 ) (0 ) (0 ) (0) (7) (6) (30 ) (3 5) (19) (4) (0)

0.00 0.00 0 .00 0 .00 0.00 0.00 3.45 10 .77 17 .0 5 16.56 14.11 7.14

(0) (0) (0 ) (o ) (0) (0) (13) (39 ) (60 ) (5 3) (35) (17)

匪ー 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .86 4.77 16.85 40 .6 3 65.94 80 .65 9 1.18

(0) (0) (0 ) (o ) (0) (3) (18) (6 1) (143 ) (2 11) (200 ) (217)

o:末萌出, 1:一部～切端1/2萌出　2:1/2以上萌出　3:大臼歯の岐合面が完全に露出しているもの

上段(96),下段(N)
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表3　萌出程度(女子・上顎)

歯種 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15jT歳 16 歳

中

0

1

2

92.66 ,67.12 ぎ19.25 4.80 1.64 0.54 0.79 0.60 0.60 0 .00 0 .00 0 .38

265 24 5 72 19 6) (2 3 (2 2) (0 ) (0 ) (1)

切

歯

5.94 13.70 11.76 4.29 0.00 0.00 0.26 0.00 0.60 0 .00 0 .00 0 .0 0

17 50 44 17 0 0 1 (0 2) (0 ) 0 ) (0

1.4 0 19.18 68.98 90.91 98.36 99.46 98.95 99.40 98.8 1 100.00 100 .00 99 .62

(4 ) (70) (258) (360) (360) (366) (376) (332) (332) (332) (3 16 ) (259 )

側

0

1

2

100 .00 9 5.60 63.10 26.58 5.18 1.63 0.79 1.50 1.47 0.90 0.63 3 .46

(2 86 ) (34 8) (2 36) (105) (19) (6) (3) (5) (5) (3) (2 ) (9 )

切

歯

0 .00 1.37 11.76 12.4 1 5.4 5 3.53 0.26 0.30 0.29 0.00 0.00 0 .00

(0 ) (5) (44 ) (49 ) (20) (13) (1) (1) (1) (0) (0 ) (0)

0 .00 3 .02 25 .13 61.0 1 89.37 94 .84 98.95 9 8.20 98.24′ 99.10 99.37 96.54

(0 ) (ll) . (94 ) (24 1) (32 8) (349 ) (376) (328) (334) (330) (3 16) (25 1)

犬

歯

0

1

2

100 .00 100 .00 9 8.66 96 .44 75 .82 35.33 13.9 5 4 .4 9 2.35 0.90 0.32 0.00

(2 86) (364 ) (369 ) (379 ) (279 ) (130 ) (53) (15 ) (8) (3 (1) (0)

0 .00 0 .00 1.34 1.27 8.97 12 .77 11.84 1.80 1.18 0.00 0.32 0.00

(0 ) (0 ) (5 ) (5 ) (33 ) (47 ) (45 ) (6) (4 ) (0 ) (1) (0)

0.00 0 .00 0 .00 2 .29 15 .22 5 1.90 74 .2 1 93 .7 1 96 .47 99.10 99.37 100.00

(0) (0 ) (0 ) (9 ) (56 ) (19 1) (2 82 ) (313 32 8) (331) (314) (260)

第

0

1

2

100.00 99.18 95.45 84.48 56 .79 26.09 9 .09 4 .79 5 .65 1.86 3.87 4.74

(286) (36 1) (357 ) (332 ) (209 ) (96 ) (34 ) (16 ) (19 ) (6) (12) (12)

小

目

0.00 0.55 2.4 1 3 .82 11.14 8.70 4 .8 1 1.20 0 .30 0 .00 0 .00 0.00

(0) (2) (9) (15 ) (4 1) (32) (18 ) (4 ) (1) (0 ) (0) (0)

歯 0.00 0.27 2.14 1 1.70 32 .07 65.22 86.10 94 .0 1 94 .05 9 8.14 96.13 95.26

(0) (1) (8) (46) (118) (240) (322 ) (3 14 ) (3 16 ) (316 ) (29 8) (24 1)

第

0

1

2

100.00 100.00 99.73 95.93 89.13 63.11 29.55 13.69 10.59 1.20 2 .52 3.52

(286) (364 ) (373) (377) (328) (23 1) (112) (46 ) (36 ) (4 ) (8) (9)

示

白

0.00 0.00 0.00 1.27 2.72 4.10 6.60 3.27 1.47 0 .00 0 .00 0.39

(0) (0) (o) (5) (10) (15) (25) (ll) (5) (0 ) (0 ) (1)

歯 0.00 0.00 0.27 2.80 8.15 32.79 63.85 83.04 87.94 98 .80 97 .4 8 9 6.09

(0) (0) (1) (ll) (30) (120) (242) (279) (299) (329 ) (309 ) (24 6)

第

0

1

64.93 36.6 1 10.96 3.03 2.45 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00

(187) (134) (4 1) (12) (9) (0) (0) (0) (0) (0) (0 ) (0)

9.03 9.02 6.15 2.02 1.09 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00

大

日

」上 、

2

3

0

1

2

3

(26) (33) (23) (8) (4) (0) (0) (0) (0) (0 ) (0 ) (0 )

ll.46 17.76 16.84 15.15 1 1.96 8.97 7.11 5.60 1.50 0 .95 2 .32

(33) (65) (63) (60 (44) (33 (27) (13) (19) (5) (3 ) (6)

凶

第

14 .58 36.61 66.04 79.80 84.5 1 9 1.03 92.89 96.11 94.40 98.50 99 .05 97 .6

(42) (134) (247) (316) (311) (335) (353) (321) (320) (329) (3 13 ) (25 3)

100 .00 100 .00 10 0.00 100.00 99.46 96.67 75.86 47.32 2 1.07 10.5 1 4 .72 3 .46

(2 88) (364 ) (373) (390) (365) (34 8) (286) (159) (7 1) (35 ) (15) (9 )

0 .00 0 .0 0 0.00 0.00 0.00 1.39 5.04 8.93 9.20 2.10 2.52 1.15

大

日

」上

0 0 (0 0 (0 5 (19 (30) (3 1 7) (8) (3 )

0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.27 0.28 7.43 15.48 17.2 1 16.22 14.47 11.15

(o) (0) (0) 0 (1) (1 (28) (52) (58) (54) (46) (29 )

隆一 0 .00 0 .0 0 0.00 0.00 0.27 1.67 11.67 28.27 52.52 7 1.17 78.30 84.23

0 0 (0 0) 1) 6) (44 ) (95) (177) (237) (249 (2 19 )

o:未萌出1:一部～切端1/2萌出　2:1/2以上萌出　3:大臼歯の岐合面が完全に露出しているもの
上段(%),下段(N)



6　長坂信夫ほか:幼君永久歯の総合的研究

表4　萌出程度(男子・下顎)

歯種 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

中

0

1

2

40 .15 18.58 5.96 1.09 1.52 1.14 1.33 1.37 0.00 1.25 0.40 0.00

(106 ) (68) (2 3) (4) (6) (4) (5 ) (5 ) (0 ) (4 ) (1) (0)

切

歯

34 .85 15 .85 4 .92 2.73 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00 0.00 0.00

(92 ) (58) (19 ) (10) (0) (0) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0) (0)

25.00 65 .57 89 .12 96.17 98.48 98.86 98.67 98 .63 100 .00 9 8.7 5 99.60 100.00

(66 ) (240 ) (344 ) (352) (388) (346) (37 1) (36 1) (352 ) (316 ) (247) (238)

側

0

1

2

93.94 74 .32 29 .27 8.26 0.5 1 2.00 0.80 1.64 0 .57 1.88 1.22 0.00

(248) (272 ) (113) (30 ) (2) (7) (3) (6 ) (2 ) (6 ) (3) (0)

切

歯

4.55 8 .20 11.66 6.06 0.5 1 0.29 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0.00

(12) (30 ) (45 ) 2 2) (2) (1) (0) (0) (0) (0 ) (0 ) (0)

1.52 17.49 59 .07 85.67 98.98 97.71 99.20 98.36 99.43 98 .12 9 8.7 8 100.00

(4) (64 ) (228 ) (3 11) (390) (342) (374) (359) (350) (3 13 ) (24 3) (238)

犬

歯

0

1

2

100.00 99.45 97 .3 8 93 .09 70 .26 36.02 15.87 3.28 0.00 0.94 0 .40 0.00

(264) (362) (372 ) (337 ) (2 74 ) (125) (60) (12) (0) (3 ) (1) (0 )

0.00 0.00 1.57 1.93 12 .82 へ、.ノ 16.71 8.47 2.46 0.85 0.3 1 0 .00 0 .00

(0) (0) (6 ) (7 ) (50) (58) 32) (9) (3) (1) (0 ) (0 )

0.00 0.55 1.05 4 .97 16 .92 4 7.26 75.66 94.26 99.15 98.75 99 .60 100 .00

(0) (2) (4) (18 ) (66 ) (164 ) (286) (345) (348) (3 16) (247 ) (23 8)

第

0

1

2

100.00 99.45 97.9 1 9 1.44 69 .74 4 3.68 15.16 7.10 1.73 1.27 2 .87 3 .51

(264 ) (362) (374) (33 1) (272 ) (152 ) (57) (26) (6) (4) (7) (8)

小
目

0 .00 0.00 0.52 3.04 7 .95 6 .90 7.4 5 2.19 0.58 0.00 0.00 0 .00

(0) (0) (2) (ll) (3 1) (24 ) (28) (8) (2) (0) (0) (0 )

歯 0 .0 0 0.55 1.57 5.52 22 .3 1 49 .4 3 77 .39 90.71 97.69 98.73 97.13 96 .49

(o ) (2) (6) (20 ) (87 ) (172 ) (29 1) (332) (338) (311) (237) (220 )

m

0

1

2

100 .00 99.45 98.95 97.79 88.14 69 .36 4 3.39 14 .4 8 6.25 2.5 「 3.23 3.8 1

(264 ) (362) (378) (354) (342 ) (240 ) (164 ) (53) (22) (8) (8) (9)

示

臼

0 .00 0.00 0.52 1.38 3.35 4 .62 5 .29 4 .92 0.57 0.31 0.00 0.00

(0 ) (0 ) (2) (5) (13) (16 ) (20 ) (18) (2) (1) (0) (0)

歯 8.5 1 26 .0 1 5 1.32 80 .60 9 3.18 97.18 96.77 96.19

(0 ) (2) (2) (3) (33) (90 ) (194 ) (2 95) (328) (310) (240) (227)

第

0

1

55 .30 27 .32 7.53 1.37 0.00 0.29 0 .00 0 .00 0 .00 0.00 0.40 0.42

(146 ) (100 ) (29) (5) (0) (1) (0) (0 ) (0) (0 ) (1) (1)

18 .56 14 .4 8 5.4 5 1.37 0.5 1 0.2う 0 .26 0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.00

大

臼

歯

第

2

3

0

1

2

3

(49) (53 ) (2 1) (5) (2) (1) (1) (0 ) (0 ) (0) (0) (Oi

16.29 2 1.86 2 6.4 9 14.48 12.69 7.14 8.73 5 .46 3 .13 2.52 2.82 1.27

(43) (80 ) (102 ) (53) (50) (25) (33 ) (20 ) (ll) (8) (7) (3)

9.85 36 .34 60 .52 82.79 86.80 92.29 9 1.0 1 94 .54 96 .88 9 7.4 8 96.77 98.3 1

(26) (133 ) (2 33) (303) (342) (323) (344) (346 ) (34 1) (310 ) (240) (232)

100.00 100.00 100 .0 0 99.72 98.97 89.83 66.67 38 .33 12 .50 3.13 2.42 0.00

(264) (362 ) (382 ) (36 1) (384 (309) (252) (138) (44 ) (10) (6) (0)

一
0.00 0.00 0 .00 0 .00 0.52 4.94 15.87 18 .6 1 14 .77 6 .56 0 .81 1.26

大

臼

歯

(0) (0 ) (o ) (0 ) (2) (17) (60) (67 ) (52 ) (2 1) (2) (3)

0.00 0.00 0 .00 0 .00 0.52 2.62 10.85 20 .00 26 .42 2 1.56 16.94 10.50

(0) (0 ) (o ) (0 ) (2) (9) (4 1) (72 ) (93 ) (69 ) (42 ) (25)

0.00 0.00 0 .00 0 .28 0.00 2.62 6.6 1 23 .06 46 .3 1 6 8.75 79.84 88.24

(0) (0 ) (0 ) (1) (0) (9) (25) (83 ) (16 3) (220 ) (198) (210)

0:未萌出1:一部～切端1/2萌出　2:1!2以上萌出　3:大臼歯の唆合面が完全に露出しているもの
上段(%),下段(N)
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表5　萌出程度(女子・下顎)

歯種 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

中

0

1

2

38 .03 17 .12 3 .48 1.26 1.09 0 .27 1.58 0 .00 0.59 0.60 0.00 0.00

(108 ) (63 ) (13) (5 ) (4 ) (1) (6) (0) (2) (2) (0) (0)

切

歯

22 .18 18.4 8 4.8 1 0 .00 0 .54 0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

(63) (68 ) (18 ) (0 ) (2 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0) (0) (0) (0)

39 .79 64 .40 9 1.7 1 98 .74 98 .37 99 .73 9 8.42 100 .00 99.41 99.40 100.00 100.00

(113 ) (237 ) (343) (39 1) (362 ) (3 66) (374 ) (335) (338) (332) (3 18) (260)

側

0

1

2

9 1.87 63 .93 20.59 5.56 2 .45 1.63 2 .11 1.4 9 1.4 7 0.90 0.63 1.15

(260 ) (234) (77) (22) (9) (6) (8 ) (5) (5) (3) (2) (3)

切

歯

5.30 12.30 10.43 2.53 0.54 0 .27 0 .00 0 .00 0 .59 0.00 0.00 0.00

(15 ) (45 ) (39) (10 ) (2 ) (1) (0 ) (0 ) (2 ) (0) (0) (0)

2.83 23 .77 68.98 9 1.92 97.0 1 9 8.10 97 .89 9 8.5 1 9 7.94 99.10 99.37 98.85

(8) (87) (258) (364) (357) (36 1) (372 ) (33 1) (3 33 ) (330 ) (315) (257)

犬

歯

0

1

2

99.29 100.00 95.72 8 1.54 42.90 12.30 3 .16 0 .30 1.76 0 .0 0 0.00 0.77

(280) (364 ) (358) (3 18) (157 (45 ) (12 ) (1) (6) (0 ) (0 ) (2)

0.7 1 0 .00 2.67 7.69 18.58 10 .93 3 .42 0 .60 0 .00 0 .0 0 0.00 0.00

(2) (0 ) (10) (30) (68) (40) (13 ) (2 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0)

0.00 0.00 1.60 10.77 38.52 76.78 93.42 99 .11 9 8.24 100 .00 100 .00 99.23

(0) (0 ) (6) (42) (14 1) (28 1) (355 ) (333 ) (334 ) (334 ) (318) (257)

第

0

1

2

99.29 100.00 97.06 87.47 65.29 28.07 8 .68 1.49 3 .85 1.5 3 3.51 3.97

(280) (364) (363) (342) (237) (103) (33 ) (5 ) (13 ) (5 ) (ll) (10)

4、
日

0.7 1 0.00 0.80 4.86 7.7 1 9.54 6.32 1.79 0 .30 0 .00 0 .00 0.40

(2) (0) (3) (19) (28) (35) (24 ) (6 ) (1) (0 ) (0 ) 1

歯 0.00 0.00 2.14 7.67 27.00 62.40 85.00 96 .72 95 .86 9 8.47 9 6.49 9 5.63

(0) (0) (8) (30) (98) (229) (323) (324) (324 ) (32 1) (30 2) (24 1)

寡

0 .I

1

2

99.29 99.73 99.73 96.92 87.05 59.5 1 3 1.30 13 .17 5.62 6 .0 1 2 .2 3 5.02

(280) (363) (373) (377) (3 16) (2 19) (118) (44 ) (19 ) (20 ) (7 ) (13)

示

臼

0.7 1 0.27 0.27 1.03 1.65 6.52 3.7 1 1.80 0 .00 0 .00 0 .00 0 .39

(2) (1) (1) (4) (6) (24) (14 ) (6) (0) (0 ) (0 ) (1)

歯 0.00 0.00 0.00 2.06 11.29 33.97 64.99 85.03 94.38 93 .99 97 .77 94 .59

(0) (0) (0) (8) (4 1) (125) (245) (284 ) (3 19) (3 13 ) (307 ) (24 5)

第

大

臼

歯

第

0

1

2

3

0

、1

2

3

3 1.25 20.92 2.94 0.76 0.82 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .30 0 .00 0 .00

(90) (77) (ll) (3) (3 (0 (0 (0 ) (0 ) (1) (0 ) (0 )

23.6 1 10.60 5.35 1.26 0.55 0.27 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00

(68) (39) (20) (5) (2) (1) (0) (0) (0) (0) (0 ) (0 )

2 1.88 26.36 19.25 16.67 14.2 1 9.29 6.33 3.87 7.94 1.80 0 .32 1.15

(63) (97) (72) (66) (52) (34) (24) (13) 27 (6 ) (1) (3)

23.26 42.12 72.46 81.31 84.43 90.44 93.67 96.13 92.06 97 .90 99 .6 8 9 8.85

(67) . (155) (27 1) (322) (309) (33 1) (355) (323) (3 13) (326)、 (3 16 ) (25 7)

100.00 100.00 100.00 99.74 97.52 83.42 49.47 22.46 10.29 2.10 0 .63 1.15

(283) (363) (373) (385) (354) (307) (187) (75) (35 7 (2 ) (3)

0.00 0.00 0.00 0.00 1.10 10.05 19.84 20.06 11.76 4 .19 3 .14 1.54

大

臼

歯

(0) (0) (0) (0) (4) (37) (75) (67) (40) (14 ) (10 ) (4 )

0.00 0.00 0.00 0.00 1.38 4.08 17.72 25.75 20.00 18.86 15 .09 11.54

(0) (0) (0) (0) (5) (15) (67) (86) (68) (63 ) (4 8) (30 )

0.00 0.00 0.00 0.26 0.00 2.45 12.96 3 1.74 57.94 74.85 8 1.13 85 .77

(0) (0) (0) (1) (0) (9) (49) (106) (197) (250 ) (25 8) (223 )

o:末萌出1:一部～切端1/2萌出　2:i/2以上萌出　3:大臼歯の瞭合面が完全に露出しているもの
上段(%),下段(N)
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表6　歯質・形態異常(上顎)

中 切 歯 側 切 歯 犬 歯 第 一 小 白 歯 第 二 小 臼 歯 第 一 大 臼 歯 第 二 大 白 歯

男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子

白 斑 及 び 白 濁
5 .64 4 .5 2 2 .3 1 2 .6 4 1 .2 4 1 .5 8 1 .9 3 1 .7 1 1.3 6 1 .1 3 1.6 2 1 .2 9 1 .0 3 0 .9 3

1 8 1 15 2 ) (6 4 ) 7 8 (2 2 ) (33 ) 3 9 (3 8 ) (2 3 ) (2 1 ) (5 7 ) 4 7 (l l ) ( 12 )

エ ナ メ ル 質 0 .4 7 0 .5 9 0 .4 3 0 .5 4 0 .6 8 0 .10 0 .7 9 0 .5 9 0 .2 4 0 .4 3 0 .6 5 0 .7 4 0 .2 8 0 .0 8

減 形 成 15 2 0 (1 2 ) 16 (1 2 ) 2 ) 1 6 (13 ) 4 8 (2 3 ) 2 7 3 1

栓 状 歯
0 .0 0 0 .0 6 1 .1 9 2 .2 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0

0 2 3 3 6 5 (0 0 ) o (o ) 0 0 (0 ) 0 0 (0

切 歯 結 節 . 0 .16 0 .0 3 0 .5 0 0 .14 0 .0 0 0 .2 9 0 .0 5 0 .18 0 .3 5 0 .6 4 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 8

中 心 結 節 5 1 (14 ) 4 (0 ) 6 ) (1 (4 ) 6 (12 (0 ) 0 0 1

カ ラ ベ リ ー 結 節
0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 3 .7 3 1 .6 2 0 .4 7 0 .0 8

0 0 0 0 0 0 0 0 ) 0 0 (1 3 1 ) 5 9 ) 5 (1

切 歯 盲 孔
0 .3 4 0 .0 6 2 .7 0 3 .4 1 0 .0 0 0 .1 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0

l l) (2 ) 7 5 1 0 1 (0 ) (2 ) o (o ) (0 ) (0 0 0 0 0

そ の 他
0 .2 2 0 .1 8 0 .2 9 0 .4 1 0 .1 1 0 .2 4 0 .15 0 .3 2 0 .2 9 0 .2 7 0 .4 3 0 .l l 0 .9 3 0 .3 1

7 (6 8 ) 1 2 (2 ) 5 ) (3 ) (7 ) (5 ) 5 (1 5 ) (4 1 0 ) (4

合 計
6 .8 2 5 .4 4 7 .4 3 9 .3 3 2 .0 3 2 .3 0 2 .9 2 2 .7 9 2 .24 2 .4 7 6 .4 3 3 .7 6 2 .7 1 1 .4 6

2 19 ) 1 8 3 (2 0 6 ) (2 7 6 3 6 4 8 (5 9 ) (6 2 ) (3 8 ) (4 6 (2 2 6 ) ( 13 7 2 9 19

上段(%),下段(N)

表7　歯質・形態異常(下顎)

中 切 歯 側 切 歯 犬 歯 第 一 小 臼 歯 第 二 小 臼歯 第 一 大 臼歯 /ノ無 二 大 臼歯

男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男子 女 子

白 斑 及 び 白 濁
0 .9 4 1 .l l 0 .8 7 1 .5 7 0 .8 8 1 .4 6 1.7 9 1 .5 0 1 .0 4 0 .7 4 .6 4 1.16 1 .3 5 1 .0 8

3 4 4 2 (2 8 ) (5 3 ) ( 18 ) 3 5 (3 6 (3 3 ) (1 8 ) ( 14 ) (5 9 ) (4 4 (1 7 ) 16 )

エ ナ メ ル 質 0 .3 0 0 .5 3 0 .2 5 0 .2 4 0 .4 9 、 0 .29 0 .5 0 0 .5 0 0 .2 9 0 .1 6 0 .5 5 0 .7 9 0 .1 6 0 .0 0

減 形 成 1 1 2 0 8 ) (8 10 7 d o (n ) (5 ) (3 ) (2 0 (3 0 2 (0

栓 状 歯
0 .0 0 0 .0 5 0 .0 0 0 .0 6 0 .0 0 0 .00 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0

0 ) (2 ) 0 2 (0 ) 0 ) 0 0 (0 0 (0 ) (0 0 ) (0 )

切 歯 結 節 . 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .10 0 .0 0
、
0 .6 4 0 .9 1 1 .16 1 .5 4 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0

中 心 結 節 0 (0 0 ) 0 2 ) 0 ( 13 (20 ) (2 0 (2 9 ) 0 0 0 ) (0 )

カ ラ ベ リ ー 結 節
0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0

0 ) (0 ) 0 ) (0 0 ) 0 (0 0 ) 0 0 (0 ) (0 0 (0

切 歯 盲 孔
0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0

0 ) (0 ) 0 0 0 0 0 ) 0 ) 0 0 (0 ) (0 0 (0 )

そ の 他
0 .2 8 0 .3 4 0 .2 5 0 .3 3 0 .2 5 0 .2 1 0 .1 5 0 .14 0 .2 3 0 .1 6 0 .1 1 0 .1 8 0 .6 3 0 .3 4

10 ) (13 ) 8 ) l l 5 ) 5 (3 ) (a ) (4 ) (3 ) (4 ) 7 8 (5

合 計
1 .52 2 .0 4 1 .3 X 2 .19 1.7 2 1 .9 6 3 .0 8 3 .0 5 2 .7 3 2 .6 0 2 .3 0 2 .1 3 2 .14 1.4 2

5 5 (7 7 i (4 4 ) (7 4 ) 3 5 ) 4 7 (6 2 ) (67 ) 4 7 4 9 ) (8 3 (8 1 2 7 2 1

上段(%),下段(N)

結節の出現する頻度は,全ての歯牙において1%以下　　　3.歯列・岐合状態

で,切歯結節は上顎側切歯に,中心結節は下顎第二小目　　　　歯列・校合状態は年齢別に集計を行った。歯列・瞭合

歯に最も多くみられた。　　　　　　　　　　　　　　　　状態の結果を表8,表9に示す。
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表8　歯列・校合状態(男子)

5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

正 常校合
75.94 76.50 63.21 58.47 57.36 62.86 63.49 62.30 61.36 60.63 66.13 60 .50

(101) (14 0) (122) (107) (113) (110) (120) (114) (108) (97) (82 ) (72 )

. 上 顎 前突
5.26 2 .19 6.74 12.02 10.66 10.86 11.11 12.02 5.63 5.65 10.08

(7) (4 ) (13) (22) (21) (19) (21) (22) (10) (9) (7) (12 )

反対 校合
7 .52 6 .0 1 8.81 7.10 6.09 1.71 3.17 3.28 3.41 4.38 1.6 1 5.04

10 11) 17 ) 13 12 3 (6 6 6) 7) (2 (6

叢 生
0 .7 5 3 .2 8 8.29 8.74 12 .69 12 .00 13.23 15.85 2 1.59 16.88 14.52 11.76

(1) (6) (16) (16) (25) (2 1) (25) (29) (38) (27) (18) (14)

開 瞭
3 .76 1.09 4 .15 2 .7 3 2 .0 3 5.7 1 2 .12 2 .7 3 2 .27 2.50 4.03 2.52

(5 2 ) (8) (5) (4 (10 ) (4 ) (5) (4 ) (4) (5) (3)

そ の 他
6.02 9 .29 9 .33 0 .00 12 .18 6 .86 5 .82 7 .65 7 .39 10.00 9.68 10.08

(8) (17 ) (18 ) (0 ) (24 ) (12 ) (ll) (14 ) (13) (16) (12) (12)

上段(%),下段(N)

表9　歯列・校合状態(女子)

5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

正 常校合
79.17 73.37 58.29 56.06 65 .22 54 .89 57 .89 67 .86 59 .4 1 7 1.26 66 .67 63.85

(114) (135 ) (109 ) (ill) (120 ) (10 1) (110 ) (114 ) (10 1) (119 ) (106 ) (83)

上 顎 前突
2.78 2.72 4.28 8.08 5.43 8.15 10.53 5.36 9.4 1 5 .99 3 .14 3.0 8

(4) (5) (8) (16 ) (10 ) (15 ) (20) (9) (16 ) (10 ) (5 ) (4 )

反 対 P交合
9.03 9.78 6.95 6.57 3.80 4.89 3.16 2.38 2.35 1.20 0 .63 4 .62

(13) (18) (13) (13) (7) (9) (6) (4) (4 ) (2 ) (l) (6)

叢 生
3.47 4.35 14.97 17.17 13.59 23.9 1 2 1.58 15.48 2 1.76 14.37 19 .50 17 .6 9

(5) (8) (28) (34) (25) (44) (4 1) (26) (37) (24 ) (3 1) (2 3)

開 瞭
2.78 2.72 6.42 7.58 2 72 2.17 1.58 2.38 2.35 0.00 3.14 2 .3 1

(4) (5) (12) (15) (5) (4) (3) (4) (4) (0) (5) (3)

そ の 他
3.47 4.89 8.02 5.05 0.00 0.00 6.84 7.74 8.24 5.99 8.18 5 .3 8

5 (9 (15 10) 0) 0 13 (13) 14 10 (13 7

上段(%),下段(N)

正常岐合については, 5歳時では男子75.94%,女子

79.17%, 6歳時では男子76.50%,女子73.37%, 7歳時

では男子63.21%,女子58.29%, 8歳時では男子58.47

%,女子56.06%, 9歳時では男子57.36%,女子65.22

10歳時では男子62.86%,女子54.  , 11歳時で

は男子63.49%,女子57.89%, 12歳時では男子62.30

%,女子67.86%, 13歳時では男子61.36%,女子59.41

i, 14歳時では男子60.63%,女子71.26%, 15歳時で

は男子66.13%,女子66.67%, 16歳時では男子60.50

%,女子63.85%であった。正常以外のものが40%以

上の値を示したのは,男子は8歳と9歳,女子は7歳,

8歳, 10歳, 11歳, 13歳であった。また,年齢別に正

常校合以外のものの出現する頻度を比較すると,叢生が

最も多く,開暁が最も少なかった年齢が多かった。上顎

前突が最も大きい値を示したのは男子は12歳で12.0

%,女子は11歳で10.53%であり,男子が女子より多

い傾向を認めた。反対校合および開暁は全ての年齢にお

いて男女ともに10%以下であった。叢生は男子より女

子に多い傾向を認めた。叢生の出現する割合が20%以

上の値を示す一番低い年齢は,男子は13歳,女子は10

歳であった。
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考　　察

1.萌出程度

左右の同名歯の萌出程度に関しては,全ての年齢で,

男女ともに差が認められなかった。岡本1)は永久歯の萌

出時期は,左右が類似した値を示すと述べている。ま

た,岩沢2)は,第二,第三大臼歯以外の歯牙について調

査し,男女ともに萌出時期に左右差は認められないと述

べている。日本小児歯科学会3)の報告では男子の上顎中

切歯と下顎犬歯以外には左右差を認めていない。

萌出時期の性差に関しては,本調査では上顎第1大臼

歯を除く全ての歯について,女子の方が男子より早く萌

出する傾向にあり,他の報告と卜3)とほぼ同様の結果で

あった。

萌出順序に関しては,上顎は男女ともに第一大臼歯,

中切歯,側切歯,第一小臼歯,犬歯,第二小臼歯,第二r

大臼歯の順で,これは岩沢2),日本小児歯科学会3)の報告

したものと一致していた。また,下顎は中切歯,第一大

臼歯,側切歯,犬歯,第一小臼歯,第二小臼歯の順であ

った。下顎の萌出順序は,岡本1),岩沢2)は最も早く萌出

する歯は下顎第一大臼歯で,続いて中切歯,側切歯,犬

歯,第一小臼歯,第二小臼歯の順であるが,本調査の結

果は,日本小児歯科学会3)の調査と同様,下顎の萌出順

序は第一大臼歯より中切歯の方が早い傾向にあった。

本調査では第一小臼歯以外の歯は全て下顎が上顎同名

歯に比べて早く萌出する傾向が認められた。日本小児歯

科学会の調査結果3)は第一,第二小臼歯を除いて,下顎

の方が上顎の同名歯より早く萌出し,本調査とほぼ一致

していた。

また,日本小児歯科学会は, 1930年代の岡本1)の数値

と比較して,永久歯の萌出時期が早くなっていることを

指摘している3)。本調査の結果と岡本1)の数値を年齢別に

比較すると,同じ年齢では本調査が萌出している歯の割

合が多いことから,歯の萌出時期が早くなっている傾向

があった。

2.歯の異常

男女ともに歯質・形態異常が多く最も認められた歯は

上顎側切歯で,男子が7.4%,女子が9.3%であった。

白斑および白濁が最も多く認められたのは,男女とも

に上顎中切歯であり,男子が5.6　　女子が4.52%で

あった。エナメル質減形成の出現する頻度は,全ての歯

種において1%以下であった。また,白斑および白濁,

エナメル質減形成も上顎の方が下顎に比べて高頻度で出

現する結果となった。

石田ら4)の報告によると,白斑は上顎中切歯に最も多

く,上顎の方が下顎に比べて高頻度であり,エナメル質

減形成は上顎中切歯,下顎犬歯,下顎第一小臼歯を除く

全ての歯牙において1%以下の出現頻度で,上顎の方が

下顎に比べて高頻度であり,ほぼ今回の結果と同様の傾

向である。

栓状歯が最も多く認められたのは,男女ともに上顎側

切歯で,その出現率は,男子が2.70%,女子が3.41%

であった。一方,過去の報告では,石田ら4)の億が2.2

%,馬5)の値が男子2.28%,女子2.19%でほぼ類似した

値を示していた。

切歯結節・中心結節の出現する頻度は,全ての歯牙に

おいて1%以下であった。また中心結節は下顎第二小臼

歯に最も多くみられたが,これは過去の報告においても

同様の結果が報告されている4-6)。

カラベリー結節は,異常結節の中で最も出現する頻度

が高く,出現する頻度は男子4.20%,女子1.70%であ

り,女子より男子に多くみられる傾向にあった。また,

歯種別に出現頻度をみると,上顎第一大臼歯が男子3.73

%,女子1.62%,上顎第二大臼歯には男子0.47%,女子

0.08%であり,上顎第二大臼歯に上顎第一大臼歯に比べ

て極めて少ないという結果であった。カラベリー結節に

関して,石田ら4)は,上顎第一大臼歯に5.6　出現し,

上顎第二大白歯には全くみられないと述べており,馬5)

は上顎第一大白歯には男子18.05%,女子11.42%,上顎

第二大臼歯には男子1.51%,女子0.54%みられたと報

告している。いずれの報告もカラベリー結節は異常結節

の中で最も出現する頻度が高く,女子より男子に多くみ

られ,また出現する歯は殆ど上顎第一大臼歯であり,上

顎第二大臼歯には殆ど出現しないという点では本調査の

結果と一致している。

＼切歯盲孔の出現する頻度は,上顎中切歯が男子0.34

%,女子0.06%,上顎側切歯が男子2.70%,女子3.41%

であった。一方,過去の報告は,少ないものでは馬5)の

1600中6本(0.43%),多いものでは藤田7)の40%とば

らつきがみられる。

3.歯列・岐合状態

正常以外のものが40%以上の値を示したのは,男子

は8歳と9歳,女子は7歳, 8歳, lo泉, 11歳, 13歳

であった。また,正常以外のものの割合に関しては,男

女ともに叢生が最も多く,開校が最も少ない傾向が認め

られた。

本調査の結果は,蒲生9)や須佐美ら10,ll)により報告さ

れたものを比較すると,正常岐合を有するものの割合が

かなり高い結果を示した。これは,蒲生9)や須佐美

ら10,ll)の調査は特定のフィールドに対して行われたもの



であるが,それに対して,今回の調査で採取されたデー

タは90.2%が大学診療室にて採取されたものであり,

瞭合についても管理されているものあるいは,治療した

者の割合が,前者と比較して多いと考えられるため,今

後さらに詳しい調査が必要であると思われる。

上顎前突は,男子が女子より多い傾向が認められ,最

も大きい値を示したのは,男子は12歳で12.02%,女子

は11歳で10.53%であった。蒲生9)は,小学校1年生か

ら6年生までの縦断調査の結果,上顎前突は年齢ととも

に増加傾向にあ.ったと述べている。また,須佐美ら10,ll

は, Hellmanの歯齢でⅡCからⅢBの時期に発現頻度の

上昇がみられると報告している。このことから,上顎前

突は12歳くらいまで発現頻度が高くなることが示唆さ

れた。反対校合と開校は,全ての年齢において,男女と

もに10%以下であった。また,叢生は男子より女子の

方が発現頻度が高く,早期に発現する傾向が認められ

た。これは蒲生9),須佐美ら10,ll)昭和56年歯科疾患実

態調査報告12)とほぼ一致した傾向であった。

結　　論

幼君永久歯の保護管理および小児期の口腔管理法の確

立を目的として,全国29大学歯学部小児歯科学講座お

よび教室より,萌出程度,歯の異常,歯列・瞭合につい

て調査集計し,以下の結論を得た。

1.萌出程度

左右の同名歯の萌出程度に関しては,全ての年齢で,

男女ともに差が認められなかった。女子が男子より早く

萌出する傾向を認めた。男女ともに最も早く萌出する歯

は下顎中切歯であり,第二小臼歯を除いて下顎が上顎同

名歯に比べて早く萌出する傾向を認めた。

2.歯の異常

歯質・形態異常が最も多く認められた歯牙は,男女と

もに上顎側切歯であった。白斑および白濁は,男女とも

に上顎中切歯に最も多くみられ,下顎より上顎が高頻度

である傾向が認められた。エナメル質減形成の発現頻度

は,全ての歯牙において1%以下であった。栓状歯およ

び切歯盲孔は上顎側切歯に最も多くみられた。カラベリ

ー結節は異常結節の中で最も出現する頻度が高かった。

切歯結節・中心結節の出現する頻度は,全ての歯牙にお

いて1%以下であった。

3.歯列・岐合状態

正常校合以外のものの発現する頻度は,男女ともに叢

生が最も高く,開峡が最も低い年齢が多かった。上顎前

突は,女子より男子の方が多い傾向が認められ, 12歳

くらいまで発現頻度が高くなることが示唆された。反対
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岐合と開暁は男女ともに全ての年齢において10%以下

であった。叢生は男子より女子の方が発現頻度が高く,

早期に発現する傾向を認めた。

本研究は平成8年度文部省科学研究費(基盤研究

(A)研究潰題名:幼君永久歯の総合的研究)により

行われた。

本論文の要旨の一部は第35回日本小児歯科学会大

会(平成9年東京)にて発表した。　　　　、
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The purpose of this study was to find out the actual condition of imature permanent teeth, the care

of imature permanent teeth and the establishment of oral health care during childhood. A study orga-

naization was organized under 29 professors of the Departments of Pediatric Dentistry of dental col-

lages and universities in Japan for this study.

The subjects, 4,080 children (2,015 boys and 2,065 girls) ranging from 5 to 16 years of age, were

examined transversally.

This report is concerned with results of an investigation into the degree of eruption, developmental

disuturbance of tooth structure, and the pattern of occlusion.

The findings were as follows.

1) There were no differences in degree of eruption of the right and left teeth with the same name be-

tween the boys and girls in any age group. The girls showed a tendency toward more accelerated

eruption compared with the boys. Among the boys and the girls as well, the teeth which showed the

most accelerated eruption were the mandibular central incisors, while the mandibular teeth except the

second premolars tended to show more accelerated eruption compared with the teeth with the same

namein the maxilla.

2) Developmental disuturbances of the tooth structure were found most frequently in the mandibular

lateral incisors among the boys and the girls as well. The frequency of enamel hypoplasia was 1% or

below for any tooth. Pegged teeth and incisive blind foramen were found most frequently in the max-

illary lateral incisors. Of abnormal tubercles, the Carabelli tubercle was observed most frequently. The

frequency of incisive tubercles/central tubercles was 1% or below in all teeth.

3) As for malocclusion, crowding was observed most frequently and open-bite was observed most

rarely. Prognathism tended to be found more frequently among the girls than the boys, and it was

suggested that the frequency rises with age until around the age of 12. The frequency of either re-

versed occlusion or open-bite was 10% or below among the boys as well as the girls of any age

group. Crowding showed a higher frequency and a tendency toward earlier development among the

girls compared with the boys.

Key words : Imature permanent teeth, Degree of eruption, Developmental disuturbance of tooth

structure, The pattern of occlusion




